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「コンセントの向こう側」って？

部屋を明るく照らす照明、髪を乾かすためのドライヤー、さっき充

電したスマートフォン。日々の生活を便利にし、ワクワク楽しいも

のにするためには電気が欠かせません。すべてのコンセントはど

こかの発電所につながって、誰かが電気を作っています。あなたは

「コンセントの向こう側」について考えたことがありますか？

毎年どんどん暑くなっている気がする

2023年は観測史上最も暑い年になりました。世界中で最高気

温が更新され、日本でも春・夏・秋の平均気温が統計以来最高

を更新しました。その他にも大雨など異常気象も増加。その背

景には深刻化する地球温暖化があると言われています。地球温

暖化に大きく関わるのは温室効果ガス（CO2）です。地球温暖

化の対策には、排出量を減らす「緩和」策と、すでに生じている

悪影響に備える「適応」策の2つがあります。
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一面に広がる白砂。千葉市の沿岸部に位置するいなげの浜は、近年

観光客や県外からの人も多く訪れる、ごみの目立たないきれいな

ビーチです。それでも、しゃがんでよく見てみると、小指の爪よりも

小さいほどの微細なプラスチック片（マイクロプラスチック）が目に

入ることがあります。この「ごみのないビーチ」に、果たしてどれだけ

のマイクロプラスチックが潜んでいるのでしょうか。
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アップサイクルプロジェクト

工場の“もったいない”から始まったアップサイクルプロジェクト   Re:bonis（リボニス）

TAKARA BELMONT Lond SUSTAINABLE MAGAZINE VOL.5

「タカラベルモント」という会社をご存知でしょうか？皆さんが美

容室で座るスタイリングチェアや洗髪時に座るシャンプー台をはじ

めとして、理容室・美容室、エステ・ネイルサロンや歯科・医療クリ

ニックなど多くのプロフェッショナルの現場で使われる椅子を作っ

ている会社です。それらの椅子の座面や背もたれなどのシートは

合成皮革（以下、レザー）で作られていますが、実は製造過程でやむ

なく廃棄する端材が、年間約26トン（※）も生じていました。

日々廃棄されるレザーから新たな価値を生み出し、未来の環境に

つなげたい。そんな想いから2021年6月に自社工場発、廃棄レ

ザー削減を目指した取り組みであるRe:bonis（リボニス）は立ち

上がりました。

※2022年度データ

■Re:bonisの名前の由来と大切にしていること
Re:bonisの名前の由来は「理美容椅子（イス／ISU）＋再生（リ

ボーン／REBORN）」を掛け合わせた造語。廃棄されるレザーの

“もったいない”をなくし、新たな価値を創出する取り組みを行いたいと

名づけました。

そしてRe:bonisが目指すのは、人と地球の“らしさ”が輝く未来。もの

づくり企業としてサステナビリティに向き合い、「SDGs目標12. つくる

責任 つかう責任」を果たすために、次の３点を大切にしています。

ーアップサイクル活動

ー未来のものづくり人材への教育　

ー地域との協業

■カラフルな廃棄レザーが生まれるまで
タカラベルモントでは、プロフェッショナルの要望に応えるため、

140種類を超えるレザーをラインナップしています。多彩なカラー

バリエーションの他、“撥水性に優れている”“汚れに強い”といった

様々な特性を持っており、全て自動で椅子の形に裁断します。裁断

時にはレザーを余すことのないよう設計していますが、レザー面積

の約20～30％が端材として発生します。

また、端材以外にもレザー素材の研究や、開発段階で使用するサン

プルもあり、これまで多くのレザーを廃棄処分してきました。

2023年10月、Re:bonis初の製品化が実現し、理美容師さんがハ

サミやコームなどの道具を収納するシザーケースの受注販売を開

始しました。

シザーケースのデザインはタカラベルモントのシンボリックなアイ

テムとして50年以上前に発売され、現在も壊れにくくスタイリッ

シュと海外で人気を誇る理容椅子「2 2 5」をオマージュ。

「Type225 シザーケース」と名付けられました。

今後も理美容師の皆さんに、長く愛用して頂ける製品づくりを目指

していきます。 製品詳細はこちらよりご覧いただけます。
aruci（アルチ）
https://aruci.jp/products/type225

約140種類のレザーを
用意しています

椅子の座面、背もたれなど、
椅子に必要なパーツを設計・
プログラミングし、自動裁断します

レザー面積の約20～30％が
端材となります

理美容師の皆さんに向けて初の製品化

未来を担う子どもたちにもっと自分の「手」で作る喜びや楽しさを

感じてほしいという想いから、教育現場などでも廃棄レザーを活

用しています。

例えば、美術の授業用に廃棄レザーを提供したり、廃棄レザーが出

る現場である工場を見学し、その後廃材を使ったワークショップを

実施するなどSDGs授業のサポートを行っています。

未来のものづくり人材への教育

当社のSDGｓは、本社がある大阪を起点に、多くの方たちと手をたずさえ

て取り組むからこそ達成できると考えています。そこで2023年10月に、

当社創業の地でもある大阪市西成区発のファッションブランド・ 

NISHINARI YOSHIOとコラボレーションし、廃棄レザ―を活用した

ファッション作品を展示する企画展を実施しました。

■「たんす」に通うおばちゃんたちとのコラボで、
　新しい価値を生み出す
NISHINARI YOSHIOは、東京藝術大学准教授の美術家・西尾美也さん

と、同ブランドの制作活動拠点である西成区のkioku手芸館「たんす」に

通うおばちゃんたちが立ち上げました。

普段、古布で洋服作りをされており、レザーという素材は初めて手

にするおばちゃんたち。悪戦苦闘しながらも、新しいチャレンジに

ワクワクしている姿が印象的でした。

■地域と手を取り合ってSDGsを推進
企画展では当社工場で着用しているユニフォームを使い、廃棄レザーを

アップサイクルした作品を展示。レザーの特徴を生かし、毎日の仕事も楽

しくなりそうなデザインです。

SDGｓの推進は企業単体でできることは限られています。しかし、地域に

目を向ければ、一緒に取り組んでくれる仲間がいることを、今回の取り組

みで実感しました。

創業の地・大阪西成のおばちゃんたちと廃棄レザーで洋服づくり

Londのシャンプー台とセット椅子はタカラベルモントの製品です

1.裁断前のレザー

3.裁断後のレザー

2.レザーの裁断（自動）

Re:bonis（リボニス）
Official Web Site



正しいことをやろうぜ

DO THE
RIGHT
THING

「環境にやさしい」から「環境に正しい」へ

1881 年 ( 明治 14 年 ) の創業から 140 年以上が経過した現在、私たち 

大川印刷は皆さんと共に地球沸騰化の時代を歩んでいます。

私たちを取り巻く世界の気候の状況は、頻発する豪雨や洪水、山火事と 

いった気象災害などからも明らかなように、もはや「環境にやさしい」と 

いった曖昧かつ生ぬるい企業姿勢や行動では対応として不十分と言わざる

を得ない状況と言うことができます。

求められているのは、より科学的根拠に基づく「環境に正しい」取り組みや

行動ではないでしょうか？

コミュニケーションを生む大川印刷の名刺

大川印刷の名刺のデザインは、ブルーズのレコードジャケットのように 

撮影した社員の写真とミュージシャンたちの名言（ブルーズクレド）を添え、

大川印刷の精神を表現。CMYKで指定された写真のカラーとクレドは社員

が自ら選んだものです。名刺から、印刷会社のアイデンティティや社員一人

ひとりの個性を伝えコミュニケーションに繋がります。

2017年「It's All About Green Printing ー環境印刷で刷ろうぜ」というスローガンを掲げましたが、もはやそれ

だけではこの危機的な状況を乗り越えることはできないと考えました。

そこで2023年新たに「Do The Right Thing 一正しいことをやろうぜ」というスローガン&バリューを

打ち出しました。

「印刷しない印刷会社」

紙、そして印刷に対するリスペクトは失わない一方で、社会に求め

られる弊社の姿は「印刷しない印刷会社」ではないか⁉と考

えました。それには3つの特徴があります。

１．無駄な印刷はしない・させない印刷会社
　　 余分に印刷してしまい、余らせて処分せざるを得ない印刷物は無駄だと言わざる

　　を得ません。

　　 無駄な印刷はしないし、お客様にもさせない姿勢がこれからの正しい印刷会社

　　の姿と捉えました。

２．デジタルと紙の利活用の最適化を提案する印刷会社
　　 デジタルと紙。どちらが環境にやさしいのか？良いのか？と訊ねられる

　　ことも少なくない。しかしどちらも良い面もあれば悪い面もある。

　　 Googleの 1クリックで発生する電気の使用によるCO2排出量は0.192g CO2e。

　　 それに対して名刺一枚を印刷する際、電力により発生する CO2 排出量は 0.12g 

CO2e。

　　出典：Paper Facts #3 - 140 companies have removed misleading environme claims from their communications
　　　　　https://twosidesna.org/US/paper-facts-3/

３．デジタル化、ペーパーレスを再生可能エネルギー100%でサポートする印刷会社

印刷会社の持つ幅広いネットワークを活かし、地域
や社会に幸福を創出する共有価値の創造として、2013

年に東日本大震災で倒壊した寺の柱を 4 本のエレキギター
に生まれ変わらせるプロジェクトを。それぞれ徳性寺様への寄贈、 

音楽イベントで来日されていた EARTH,WIND & FIRE のギタリストお 
二人へ震災の記憶を世界へ伝えて欲しいと贈呈されました。

長く信仰されてきた柱の木、瓦礫で処理してしまえばごみになってしまうのですが、
ギターにすることで想いを未来につなげることができるのです。

印刷物の製作から「再生」へ
文書資産のデジタル化
保存サービス開始!

企業、団体等で保管している文書を
お預かり、必要な時に取り出し返却
できるよう保管します。
さらに必要に応じ文書をデジタル
化し AI OCR、そして ChatGPT
への活用までお手伝いします。

徳性寺ギタープロジェクト

風と太陽で刷る印刷

2016 年、自社印刷事業において年間に使用される電気・ガス・ 車両燃料によって排出されるCO2を算定し、その全量にあたる
180t をあらかじめ政府の J- クレジットの活用によりオフセット（打ち消し）し、「CO2ゼロ印刷」をスタート。
そして 2019 年自社太陽光発電 20％＋青森県横浜町の風力発電 80％で
「再生可能エネルギー 100％印刷工場」を実現させました。

様々なイベント開催、動画の収録配信が可能
社会課題解決型スタジオ
「with GREEN PRINTING」　
環境や社会に正しい情報の収集および発信を目的としてオープ
ンしました。1番の特徴は使用される電力が全てカーボンオフ
セットされること。サステナビリティ に配慮したいイベントや
セミナーなどにも最適。

共通の使命感を持った人や企業、団体が出会い、つながる場に
なっています。そして自らが情報の発信者にもなれる空間です。
動画収録や配信の他、撮影を伴わない各種イベントも開催可能
です。

日本で3台目となる
スキャンロボット
1時間で最大2500
ページの高速にスキャン

が可能
動いてる姿は
こちらから

オリジナルコンテンツ
も配信中です
LOND共同代表
石田さんにも
ご出演いただいて

います












